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論 文 内 容 の 要 旨 
 
 我々はこれまで、酸化 phosphatidylcholine を認識するモノクローナル抗体と apolipoprotein B
抗体を用いた免疫組織化学的解析により、ヒト冠動脈の不安定プラークではマクロファージの酸化
LDL 陽性率が有意に高値であることを明らかにしている。そこで今回、不安定狭心症における血漿中
酸化 LDL 値と冠動脈血管造影による複雑病変所見との関連性について検討した。不安定狭心症で入院
となった連続 149 例を対象に、血漿中酸化 LDL 値を測定し、Braunwald 分類を用いその重症度を評価
した。また全症例に対し、入院から 3日以内に血管造影を施行し、Ambrose 分類を用い単純病変群お
よび複雑病変群に分類した。結果であるが、血漿中酸化 LDL 値は Braunwald III 群で、Braunwald I
群に比べ有意に高値であった。一方、白血球数や CRP 値については 3群間で有意差は認められなかっ
た。 Braunwald II 群および III 群で複雑病変群の割合が Braunwald I 群と比較し、有意に高頻度で
あった (class I: 37%, class II: 63%, class III: 68%, P<0.0001)。すべてのクラスで、複雑病変
を有する症例は単純病変だけの症例よりも、有意に血漿中酸化 LDL 値が高値であった。Multiple 
regression 解析を行うと、複雑病変を有することが、血漿中酸化 LDL 値の上昇に関連していた。結
論として、不安定狭心症例の血漿中酸化 LDL 値の上昇は、プラーク不安定性の病態を反映しているこ
とが示唆された。 
 以上の研究は不安定狭心症患者における血漿中酸化 LDL 値と病変形態についての検討であり、不安
定狭心症の病態解明に貢献するものである。よって、本研究者は、博士（医学）の学位を授与される
に値するものと認められた。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
これまで、酸化 phosphatidylcholine を認識するモノクローナル抗体と apolipoprotein B 抗体を
用いた免疫組織化学的解析により、ヒト冠動脈の不安定プラークではマクロファージの酸化 LDL 陽性
率が有意に高値であることが明らかにされている。そこで今回著者は、不安定狭心症における血漿中
酸化 LDL 値と冠動脈血管造影による複雑病変所見との関連性について検討した。不安定狭心症で入院
となった連続 149 例を対象に、血漿中酸化 LDL 値を測定し、Braunwald 分類を用いその重症度を評価
した。また全症例に対し、入院から 3日以内に血管造影を施行し、Ambrose 分類を用い単純病変群お
よび複雑病変群に分類した。結果であるが、血漿中酸化 LDL 値は Braunwald III 群で、Braunwald I
群に比べ有意に高値であった。 
一方、白血球数や CRP 値については 3 群間で有意差は認められなかった。Braunwald II 群および
III群で複雑病変群の割合が Braunwald I 群と比較し、有意に高頻度であった（class I: 37%, class 
II: 63%, class III: 68%, P<0.0001）。すべてのクラスで、複雑病変を有する症例は単純病変だけ
の症例よりも、有意に血漿中酸化 LDL 値が高値であった。Multiple regression 解析を行うと、複雑
病変を有することが、血漿中酸化 LDL 値の上昇に関連していた。結論として、不安定狭心症例の血漿
中酸化 LDL 値の上昇は、プラーク不安定性の病態を反映していることが示唆された。 
以上の研究は不安定狭心症患者における血漿中酸化 LDL 値と病変形態についての検討であり、不安
定狭心症の病態解明に貢献するものである。よって、本研究者は、博士（医学）の学位を授与される
に値するものと認められた。 
 
